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　山陰海岸ジオパークは京都府北西部から兵庫県北部、鳥取県東部の3府県にまたがり、日本海形成から現在

に至る多様な地形地質が存在し、それらを背景とした生き物や人々の暮らし、文化・歴史について触れること

ができるユネスコグローバルジオパークである。2007年に山陰海岸ジオパーク推進協議会が発足し、2008年

に日本ジオパーク、2010年には世界ジオパークに加盟認定された。 

 

 

　山陰海岸ジオパークでは活動開始当初からエリア内での学術研究支援、特に地質学的な研究を重視してお

り、研究者向けの研究助成事業を行っている。 

 

　ジオパークのエリア内での学術研究の重要性は4年に1度行われる世界ジオパークの再認定審査においても示

されており、審査の評価表の中では「Ⅲ1.2　少なくとも年間1本、卒業論文や修士論文（地質図作成など）が

書かれている」「Ⅲ1.3　過去3年間にジオパークエリア内に関する博士論文が1本以上発表されている」「Ⅲ

1.4　科学や観光に関する学術論文が過去5年間で5本発表されている」とエリア内で行われた学術研究の有無

を問われる。 

 

　学術研究支援事業である「山陰海岸ジオパーク学術研究奨励事業」は2009年に開始し、2018年度まで継続

して行われている（2019年2月現在、2019年度も実施予定）。その間、77件（応募件数は90件）の研究の支

援を山陰海岸ジオパークとして行った。この10年間でエリア内の研究論文は確実に増加しており、卒業論文等

の支援のみにとどまらず、学術研究奨励者による国内誌、国際誌への論文投稿も行われている。 

 

　一方、毎年報告される最新研究事例をジオパークとして十分に活用することはまだできておらず、蓄積する

学術研究をどうジオパーク活動に生かしていくかが本事業の課題でもある。 

 

　本発表では、10年継続してきた学術研究奨励事業が山陰海岸ジオパークに与えた影響と助成金を利用する研

究者に与えた影響について、ジオパーク推進協議会事務局と研究者の両方の立場から議論する。
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